
旧
成
田
町
を
中
心
に

1
町
6
カ
村
が
合
併

　
成
田
町
・
公
津
村
・
八
生
村
・
中
郷

村
・
久
住
村
・
豊
住
村
・
遠
山
村
の
1

町
6
カ
村
が
、
対
等
合
併
し
て
誕
生
し

た
成
田
市
。

　
昭
和
29
年
3
月
31
日
、
千
葉
県
下
で

11
番
目
の
市
と
し
て
、
8
、
7
3
2
世

帯
、
人
口
4
万
4
、
7
2
4
人
の
「
観

光
と
農
業
の
ま
ち
成
田
」
が
産
声
を
上

げ
ま
し
た
。

成
田
市
誕
生
前
夜
の
動
向

　
戦
後
の
町
村
合
併
は
、
昭
和
28
年
施

行
の
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
全
国
的

に
推
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
千
葉
県
で
は

一
足
先
に
動
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
27
年
当
時
、
印
旛
郡
の
東
部
で

は
、
成
田
警
察
署
管
内
の
成
田
町
・
公

津
村
・
八
生
村
・
中
郷
村
・
久
住
村
・

豊
住
村
・
遠
山
村
・
富
里
村（
現
富
里

市
）・
安
食
町（
現
栄
町
）の
2
町
7
カ

村
で
、
合
併
を
進
め
る
の
が
最
適
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
富
里
村
は
県
か
ら
、
人

口
・
財
政
と
も
に
適
正
規
模
で
あ
る
た

め
合
併
の
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
、

安
食
町
は
住
民
の
強
い
反
対
な
ど
が
あ

り
参
加
せ
ず
、
こ
の
合
併
案
は
日
の
目

を
見
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
た
だ
町
村
合
併
は
、
当
時
の
各
町
村

に
共
通
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
財
政
危

機
を
、
克
服
す
る
有
効
な
手
段
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
合
併
へ
の
機

運
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
昭
和
29
年
1

月
14
日
に
は
、
富
里
村
・
安
食
町
を
除

い
た
1
町
6
カ
村
で
「
合
併
協
議
会
」

を
設
置
。

　
そ
の
後
、
①
対
等
合
併
、
②
新
市
名

は
成
田
市
、
③
合
併
期
日
は
昭
和
29
年

4
月
1
日
な
ど
と
す
る
「
合
併
基
本
要

領
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
実
際
に
は
、
県
の
助
言
に
よ
り
、

昭
和
28
年
度
分
の
町
村
合
併
補
助
金
な

ど
を
受
け
る
た
め
、
合
併
期
日
が
1
日

早
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
1
7
人
の
議
員
が

結
集
し
た
初
議
会

　
「
旧
町
村
の
議
員
は
特
例
と
し
て
1

年
間
市
議
会
議
員
と
な
る
」
と
す
る
合

併
条
項
に
よ
り
、
発
足
し
た
ば
か
り
の

市
の
議
員
定
数
は
1
3
0
人
に
も
。

シ
リ
ー
ズ
成
田
市
60
年
①

成
田
市
の
誕
生

昭
和
29
年
3
月
31
日
に
誕
生
し
た
成
田
市
は
、
こ
と
し
、
平
成

26
年
で
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
本
号
か
ら
、

本
市
が
歩
ん
で
き
た
60
年
に
わ
た
る
歴
史
を
、
写
真
や
資
料
で

振
り
返
る
「
シ
リ
ー
ズ
成
田
市
60
年
」（
全
10
回
）を
掲
載
し
ま
す
。

成田小学校講堂で行われた市制施行祝賀式成田小成田小成田小成田成田小学校講学校講学校講講校講堂で行堂で行堂で行堂で行で行われたわれたわれたわれた市制施市制施市制施市制施市制施行祝賀行祝賀行祝賀行祝賀賀行 式式式式

広報なりた 2014.3.1広報なりた 2014.3.1 12



成
田
祇
園
祭
に
合
わ
せ
、
市
制
施
行
祝

賀
行
事（
昭
和
29
年
7
月
6
日
〜
10
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
田
小
学
校
の
講
堂
で
開
催
さ
れ
た

市
制
施
行
祝
賀
式
を
皮
切
り
に
、
6
日

夜
に
は
、
国
鉄（
現
J
R
）成
田
駅
周
辺

で
提
ち
ょ
う

灯ち
ん

行
列
、
8
日
に
は
国
鉄
成
田

駅
前
で
、
当
時
の
人
気
歌
手
・
小
唄
勝

太
郎
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
9
日
に
は

仮
装
行
列
、
10
日
に
は
花
火
大
会
な
ど
、

数
多
く
の
催
し
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
時
の
広
報
紙
は
、
4
、
0
0
0
人

を
超
す
市
民
が
市
内
を
練
り
歩
い
た
、

提
灯
行
列
の
延
々
と
連
な
る
光
の
う
ね

り
を
「
火
の
海
と
化
し
た
提
灯
行
列
」

（
「
成
田
市
政
だ
よ
り（
昭
和
29
年
8
月

10
日
号
）」
か
ら
）と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
全
議
員
が
一
堂
に
会
し

て
審
議
す
る
場
所
が
な
く
、
初
の
市
議

会（
当
日
の
出
席
者
は
1
1
7
人
）は
、

成
田
小
学
校
の
講
堂
に
議
場
を
特
設
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
代
市
長
は
石
原
貞
三
氏
に

　
合
併
直
後
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
で

は
、
成
田
町
長
を
務
め
て
い
た
石
原
貞

三
氏
が
当
選
。
石
原
市
長
は
市
政
の
ス

タ
ー
ト
に
当
た
り
、「
成
田
市
は
観
光

と
農
業
を
生
命
と
い
た
し
ま
す
」（
「
成

田
市
政
だ
よ
り（
昭
和
29
年
5
月
1
日

号
）」
か
ら
）と
所
信
表
明
し
、
新
生
成

田
市
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

成
田
市
消
防
団
が
結
成

　
火
災
や
事
故
に
備
え
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
印
旛
沼
や
利
根
川
に
接
し
、
毎
年

水
害
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
成
田

市
で
は
、
一
日
も
早
い
消
防
団
の
結
成

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
29
年
7
月
6
日
、
旧
町
村
の
消

防
団
が
合
併
し
、
成
田
市
消
防
団
が
結

成
。
成
田
小
学
校
の
校
庭
で
開
催
さ
れ

た
結
団
式
に
は
、
総
勢
約
6
0
0
人
も

の
団
員
が
参
加
。
県
知
事
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
も
出
席
し
、
盛
況
の
う
ち
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
行
事
が
盛
大
に

　
成
田
市
の
前
途
を
祝
福
し
よ
う
と
、

市制施行の祝賀ムードを
盛り上げた福引抽選会

成田小学校校庭で行われた
消防団の結団式

市制施行当初の市庁舎は旧成田町役場を使用 市制施行を祝い市内を練り歩く提灯行列市制施市制施市制施市制施市制制施行当初行当初行当初行当初行当行 の市庁の市庁の市庁の市庁の市庁の 舎は旧舎は旧舎は旧舎は旧舎は旧は旧成田町成田町成田町成田町田町役場を役場を役場を役場を役場を役場 使用使用使用使用使用 市制施市制施市制施市制施市制施制 行を祝行を祝行を祝行を祝行を祝祝い市内い市内い市内い市内い市内市 を練りを練りを練りを練りを練り練 歩く提歩く提歩く提歩く提歩く提歩 灯行列灯行列灯行列灯行列灯行列

市制施市制施市制施市制施施市制施市 行の祝行の祝行の祝行の祝行の祝賀ムー賀ムー賀ムー賀ム賀ム賀ム賀ム ドをドをドをドを

成成成成成成成
消消消消消消消

3月 1町6カ村が合併して成田市が誕生
4月 初代市長選挙、石原貞三氏が当選
5月 市章制定

7月
旧町村消防団が合併し市消防団結成
市制施行祝賀行事

「昭和29年の出来事」
Narita Chronicle

　中央の輪に、周囲の6つの輪が
重なる当時の成田市の市章。1町
6カ村の大同団結を意味していま
す。図案は一般公募で集まった作品の中から
選ばれ、昭和29年5月7日に制定されました。
　以後、成田市が旧下総町・旧大栄町と合併
したことに伴い、平成18年4月29日に現在の
市章が制定されるまで使用されました。

市章を制定
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